
平成２５年１月２５日 おくたま ふくし Ｎｏ．１７７( １ )

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

町
民
の
皆
様
に
は
い
つ
も
社
会
福
祉
協
議
会
に
対
し
ま

し
て
、
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
て
心
よ
り
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

年
末
に
は
今
後
の
国
の
方
向
を
考
え
る

選
挙
が
あ
り
ま
し
た
が
、
第
三
極
・
公
約
・

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
・
ア
ジ
ェ
ン
ダ
と
様
々
な

言
葉
や
外
来
語
を
駆
使
し
て
票
に
結
び
付

け
よ
う
と
躍
起
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

国
民
は
冷
め
た
目
で
見
つ
め
、
や
は
り

得
票
率
は
伸
び
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
現
状
を
変
革
で
き
る
大
き
な

力
は
国
民
の
は
ず
で
す
が
、
報
道
で
見
て

い
る
限
り
必
ず
一
人
の
票
で
は
変
わ
ら
な

い
、
ど
こ
も
同
じ
と
い
う
行
動
を
し
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
声
で
し
た
。

そ
ん
な
こ
と
を
感
じ
な
が
ら
新
年
挨
拶
の
意
味
を
考
え

て
い
た
ら
、
毎
月
購
読
し
て
い
る
曹
洞
宗
の
本
山
総
持
寺

出
版
の
「
跳
龍
」
に
以
下
の
文
が
あ
り
ま
し
た
。

｛
挨
・
激
し
く
迫
っ
て
い
く
こ
と

拶
・
鋭
く
切
り
込

ん
で
い
く
こ
と
古
来
師
と
弟
子
の
や
り
と
り
。

現
代
で
は
人
と
人
を
繋
げ
る
行
為
さ
ら
に
は
、
大
事
に

大
切
に
想
う
存
在
に
繋
げ
る
行
為
「
三
歳
児
で
も
知
っ
て

い
る
こ
と
だ
が
、
八
十
翁
で
も
時
に
は
で
き
か
ね

る
こ
と
」
他
者
か
ら
認
め
て
も
ら
う
こ
と
と
い
う

喜
び
が
内
包
さ
れ
て
い
る
。
人
間
に
と
っ
て
は
大

事
な
も
の
。
人
だ
け
で
は
な
く
食
事
の
際
に
も
命

を
い
た
だ
く
た
め
の
「
い
た
だ
き
ま
す
」
「
ご
ち

そ
う
さ
ま
」
等
生
き
て
い
る
限
り
何
者
に
も
代
え
ら
れ
な
い

も
の
が
挨
拶
で
あ
る
。
｝
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
私
た

ち
に
は
、
激
し
く
迫
り
鋭
く
切
り
込
ん
で
い
く
こ
と
や
、
他

人
を
思
い
や
る
心
が
特
に
強
く

と
し
て
組
み
込
ま
れ

て
い
る
、
だ
か
ら
こ
そ
戦
後
の
復
旧
も
経

済
の
発
展
も
可
能
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

一
人
で
は
何
も
変
わ
ら
な
い
・
ど
の
政
党

も
一
緒
等
と
戯
言
で
逃
げ
る
の
で
は
な
く
、

今
だ
か
ら
こ
そ
積
極
的
に
政
治
に
関
与
し

て
「
少
子
高
齢
化
対
策
」
や
「
景
気
の
回

復
」
に
関
与
し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
、
な
ど
と
思
っ
た
新
年
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
昨
年
は
喜
ば
し
い
こ
と
に
齊
藤

副
会
長
が
、
永
年
保
護
司
に
携
わ
り
そ
の

功
績
に
よ
り
法
務
大
臣
賞
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
で
千

人
、
西
多
摩
地
区
（

市

町

村
）

名
の
み
の
希
少
な

受
賞
で
す
。
今
後
の
斉
藤
次
男
副
会
長
の
益
々
の
ご
活
躍
と

ご
健
勝
を
祈
念
致
し
ま
す
。

稚
拙
な
挨
拶
文
を
載
せ
、
誠
に
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
今
年
も
皆
様
に
と
っ
て
良
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
心

よ
り
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
当
社
会
福
祉
協
議
会

へ
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
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平成２５年１月２５日 おくたま ふくし Ｎｏ．１７７( ２ )

去
る
11
月
17
日
（
土
）
、
福
祉
会
館
に
お
い
て
、

第
40
回
福
祉
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
多
く
の
住
民
の
方
々
に
社
会
福
祉

の
啓
発
と
、
福
祉
事
業
へ
の
ご
理
解
を
よ
り
深
め
て

い
た
だ
く
為
に
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
主
催
で
、
毎

年
開
催
し
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
奥
多
摩
町
長
、
町
議
会
議
長
、
自
治
会

連
合
会
長
を
は
じ
め
、
多
く
の
ご
来
賓
の
方
々
に
出

席
し
て
い
た
だ
き
、
盛
大
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

式
典
開
始
前
に
は
金
婚
者
を
招
待
し
、
会
食
会
を

開
き
、
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

《
感
謝
状
贈
呈
》

◎
高
額
寄
付
者
（
17
名
）

金
子

節
男

様

（
青
梅
市
）

望
田

豊
・
千
惠
子

様

（
中

山
）

濱
野

フ
ヂ

様

（
梅

沢
）

川
久
保
義
彦

様

（
常

磐
）

原
島

實

様

（
丹
三
郎
）

森
田
富
實
雄

様

（
丹
三
郎
）

原
島

源
二

様

（
丹
三
郎
）

片
倉

和
彦

様

（
南
氷
川
）

宇
佐
美
隆
子

様

（
栃
久
保
）

塩
野

良
子

様

（
川

井
）

（
故
）
金
子

幸
枝

様

（
棚

沢
）

原
島

丈
夫

様

（
小
丹
波
）

小
澤

照
夫

様

（
常

磐
）

前
田
イ
ネ
子

様

（
大
氷
川
）

大
野

洋
子

様

（
青
梅
市
）

川
村

文
雄

様

（
川

野
）

柴
田

實

様

（
小
丹
波
）

◎
継
続
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
10
名
）

由
美
之
会

瀧
上
須
美
子

様

民
謡
ク
ラ
ブ

大
野
ヨ
シ
ヱ

様

山
鳩
会

中
村

義
廣

様

杉
の
実
会

原
島

幸
治

様

第
一
部
の
式
典
で
は
、
高
額
な
ご
厚
志
を
寄
せ
ら

れ
た
方
々
、
永
年
勤
続
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
、
退

任
さ
れ
た
理
事
・
評
議
員
の
方
々
、
永
年
勤
続
の
理

事
・
評
議
員
の
方
々
に
、
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
24
年
中
に
結
婚
50
年
の
金
婚
を
迎
え

ら
れ
た
16
組
の
ご
夫
妻
に
記
念
品
を
贈
呈
し
、
お
祝

い
い
た
し
ま
し
た
。

第

部
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
（
写
真
下
）
で
は
、

落
語
芸
術
協
会
の
「
新
山
ひ
で
や
・
や
す
こ
」
に
よ

る
夫
婦
漫
才
と
歌
の
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
、
笑
っ
て
楽

し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

→
挨
拶
を
す
る
大
舘
会
長

→
金
婚
の
お
祝
い
を
受
け
る

牧
野
さ
ん
ご
夫
妻
（
右
）

→
第

部
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン



平成２５年１月２５日 おくたま ふくし Ｎｏ．１７７( ３ )

食
事
サ
ー
ビ
ス
か
た
く
り
の
会

若
林

み
よ

様

扇
隆
会

山
宮

容
子

様

栃
久
保
マ
マ
さ
ん
ク
ラ
ブ

森
谷
久
美
子

様

奥
多
摩
指
圧
奉
仕
会

原
島
由
記
江

様

ト
ミ
ヨ
会

原
島
く
に
子

様

小
峰

吉
浩

様

◎
退
任
役
員
及
び
評
議
員
（

名
）

若
菜

伸
一

様

（
青
梅
市
）

清
水

典
子

様

（
棚

沢
）

師
岡

伸
公

様

（
小
丹
波
）

小
澤

俊
雄

様

（
南
氷
川
）

大
野

琢
三

様

（
川

井
）

山

介
司

様

（
梅

沢
）

原
島

泰
弘

様

（
白

丸
）

森
田

伸
生

様

（
中

山
）

清
水
善
太
郎

様

（
峰

谷
）

◎
永
年
勤
続
役
員
及
び
評
議
員
（

名
）

大
澤

健
男

様

（
白

丸
）

大
澤
五
百
子

様

（
白

丸
）

大
野

利
明

様

（
峰

谷
）

《
金
婚
を
迎
え
ら
れ
た
ご
夫
妻

16
組
》

（
順
不
同
）

加
藤

兼
雄
・
イ
ワ

様
（
梅

沢
）

原
島

利
夫
・
リ
ウ

様
（
小
丹
波
）

平
原

和
雄
・
幸
子

様
（
小
丹
波
）

宮
野
角
三
郎
・
弘
子

様
（
棚

沢
）

大
野
志
壽
男
・
キ
ヨ
シ
様
（
大

沢
）

竹
内

務
・
吉
子

様
（
常

磐
）

酒
井

數
豊
・
ヤ
ス
子
様
（
栃
久
保
）

鈴
木

修
・
織
子

様
（
大
氷
川
）

杉
山

東
作
・
博
子

様
（
長

畑
）

増
田

髙
夫
・
キ
ノ
エ
様
（
長

畑
）

増
田

孝
平
・
信
江

様
（
長

畑
）

牧
野

信
・
綾
子

様
（
海

沢
）

早
川

恒
夫
・
利
子

様
（
海

沢
）

浅
見

幸
男
・
和
子

様
（
海

沢
）

大
場

正
男
・
ユ
リ
子
様
（
中

山
）

松
島

貞
良
・
美
江
子
様
（

原

）

↑被表彰者、金婚者、来賓、社協役員との記念撮影



平成２５年１月２５日 おくたま ふくし Ｎｏ．１７７( ４ )

毎
年
実
施
し
て
お
り
ま
す
歳
末
た
す
け
あ
い
・
地
域
福
祉
募
金
運
動
に
つ
き
ま
し
て
は
、
町

民
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、
多
額
の
募
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

自
治
会
を
は
じ
め
、
会
社
・
商
店
・
事
業
所
・
職
場
の
グ
ル
ー
プ
・
各
種
団
体
等
、
多
数
の
方
々

か
ら
募
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
ご
報
告
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
心
よ
り
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

１．自治会を通じての募金

自治会名 件 数 募金額（円） 自治会名 件 数 募金額（円）

川 井 129 147,300 栃久保 120 130,400

大丹波 128 101,350 大 沢 23 16,905

梅 沢 47 48,500 日 原 42 52,000

丹三郎 70 66,200 海 沢 118 95,600

小丹波 273 355,370 境 46 59,300

棚 沢 172 155,832 中 山 27 20,555

白 丸 49 44,472 原 25 31,500

大氷川 132 146,872 川 野 18 24,500

常 磐 93 100,300 留 浦 10 30,500

長 畑 66 53,800 峰 谷 41 67,500

南氷川 85 141,500 合 計 1,714 1,890,256

２．社会福祉協議会窓口扱いの募金

区 分 件 数 金 額（円）

事業所・団体 ６３ ９７３，８６４

個 人 １２ １０１，１２０

合 計 ７５ １，０７４，９８４

五
、
〇
〇
〇
円
以
上
の
募
金

順
不
同
・
敬
称
略

■
川

井

竹
内
和
子

中
村

猛

杉
村
美
佐
子

澤
本

久

河
村
恵
美
子

師
岡
清
子

大
野
設
備
工
業
所

中
村
建
築

㈲
原
島
石
油
店

■
大
丹
波

須
崎
正
子

㈲
獅
子
口
屋

㈲
師
岡
建
材

■
梅

沢

濱
野
国
雄

■
丹
三
郎

澤
本
和
容

原
島

進

㈲
河
村
オ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス

㈲
一
心
亭

㈱
城
西
製
作
所

㈲
小
林
石
油

水
墨
画
墨
彩
会

コ
ー
ル
や
ま
ぶ
き

■
小
丹
波

安
藤
精
一

石
田
充
法

村
木
順
一

柴
田
昌
司

師
岡
さ
と
子

師
岡
将
夫

滝
島
喜
代
子

㈱
昭
和
石
材
工
業
所

弘
美
堂

佐
久
間
建
設
㈱

㈲
お
く
た
ま
寿
司

朝
日
運
輸
㈲

朝
日
建
設
㈱

木
の
家

㈲
ス
ト
ア
ー
さ
か
も
と

丹
叟
院

佐
久
間
建
設
㈱
職
員
一
同

古
里
保
育
園
職
員
一
同

奥
多
摩
清
流
太
鼓

奥
多
摩
な
つ
め
ろ
会

平成２５年１月１８日現在

平
成
25
年

月
18
日
現
在

募金合計 １， ７８ ９件 ２ ， ９６ ５， ２４ ０円



平成２５年１月２５日 おくたま ふくし Ｎｏ．１７７( ５ )

ヨ
ー
ガ
教
室

福
祉
た
い
や
き
屋

■
栃
久
保

村
木
洋
一

宇
佐
美
隆
子

村
木
一
男

佐
藤

泰
信

田
草
川
貞
治

観
光
荘

栃
久
保
マ
マ
さ
ん
ク
ラ
ブ

熊
谷
建
設
㈱

コ
ス
モ
ス
の
会

■
大

沢

大
野
照
夫

■
日

原

大
舘

眞

日
原
保
勝
会

や
ま
ゆ
り
会

消
防

六
〇
会

■
南
氷
川

川
辺
昌
道

川
辺
慶
之
助

片
倉
和
彦

川
上
起
久
雄

木
村

圭

㈲
清
月
堂

㈱
原
新

㈱
佐
藤
商
店

㈲
若
松
屋

荒
澤
屋
旅
館

南
氷
川
食
糧
販
売
所

㈲
三
共
堂
薬
局

㈲
田
中
屋
洋
品
店

石
田
会
計
事
務
所

農
家
ヘ
ム
ロ
ッ
ク

㈲
石
井
回
春
堂
薬
局

氷
川
保
育
園
職
員
一
同

奥
多
摩
手
話
サ
ー
ク
ル
も
み
じ

■
常

磐

奥
平
勝
蔵

小
林
冨
士
江

杉
村
誠
二

小
澤
春
義

㈲
井
登
屋
商
店

㈲
小
作
商
店

㈲
奥
多
摩
モ
ー
タ
ー
ス

㈲
塩
野
産
業

す
ず
ら
ん
美
容
室

三
共
堂
調
剤
薬
局

す
ず
ら
ん
美
容
室
お
客
様
有
志

琴
清
苑
職
員
親
和
会

一
般
財
団
法
人
氷
川
保
善
会

扇
和
会

天
理
教
古
里
分
教
会

㈲
新
島
自
動
車
整
備
工
場

■
棚

沢

神
田
幸
雄

若
林

蕃

若
林
み
よ

原
島

勇

清
水
土
木
建
設
㈱

鳩
美

杉
の
実
会

奥
多
摩
町
民
舞
謡
連
盟

由
美
之
会

■
白

丸

大
澤
五
百
子

森
谷
英
雄

■
海

沢

佐
藤
義
雄

マ
ウ
ナ
・
ラ
ニ

寿
楽
荘
職
員
一
同

双
葉
会
診
療
所

岳
心
流
吟
詠
教
室

双
葉
会
診
療
所
職
員
一
同

東
京
多
摩
学
園
職
員
一
同

朋
友
会
海
沢
書
道
教
室

■
長

畑

杉
山
金
三

杉
山

初

㈱
山
城
屋

■
大
氷
川

大
野

尚

宇
佐
美
健
治

山
田

浩

ギ
ャ
ラ
リ
ー

ス
ー
パ
ー
小
川

㈲
鈴
木
電
気
商
会

た
か
は
し
歯
科
医
院

荒
井
印
刷
所

杉
浦
建
設

清
水
建
築

㈲
寿
々
喜
家

大
氷
川
食
糧
販
売
所

伸
光
印
刷
所

㈲
長
田
工
務
店

玉
翠
荘

氷
川
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

小
峰
電
気
管
理
事
務
所

川
辺
医
院

奥
多
摩
町

奥
多
摩
町
三
役
会

奥
多
摩
町
課
長
会

奥
多
摩
町
係
長
会

奥
多
摩
町
職
員
組
合

大
氷
川
大
寿
会

奥
多
摩
町
民
生
・
児
童
委
員
協
議
会

■
境岡

部
益
雄

島
崎
武
雄

細
谷
更
次

坂
本
房
雄

㈱
島
崎
製
作
所

山
染
紡

■
中

山

望
田

豊

■
原金

丸

稔

の
ん
き
や

■
川

野

酒
井
ま
り
子

陣
屋

奥
多
摩
指
圧
奉
仕
会

■
留

浦

島
崎
軍
治

岡
部
和
男

㈲
た
ち
ば
な
建
材

■
峰

谷

河
村
昉
可

大
野
利
明

原
島
国
蔵

峰
谷
建
設
㈱

奥
多
摩
周
遊
道
路

■
町

外

小
澤

大

長
谷
川

正

募
金
の
配
分
は
、
民
生
委
員
さ
ん
と
自
治
会
長
さ
ん
が
協
議
を

し
て
対
象
世
帯
を
調
査
し
、
そ
の
調
査
に
基
づ
き
、
平
成
24
年
12

月
20
日
に
福
祉
会
館
で
行
い
ま
し
た
配
分
委
員
会
（
町
長
、
町
議

会
議
長
、
社
会
福
祉
委
員
﹇
民
生
委
員
23
名
﹈
、
社
協
正
副
会
長
、

社
協
理
事
﹇

名
﹈
、
福
祉
保
健
課
長
）
で
次
の
よ
う
に
決
定
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
地
域
福
祉
活
動
費
は
、
共
同
募
金
会
へ
納
入
し
、
次
年
度
、
社
会

福
祉
協
議
会
へ
配
分
さ
れ
、
地
域
福
祉
事
業
の
た
め
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

<内容及び金額>
平成25年 1月18日現在

○援助を必要とするご家庭
２９世帯（５２名）へ

６８４，０００円

○災害見舞金
１世帯 １００，０００円

○事務費
郵券代、チラシ代等

７２，７９５円

○平成２５年度地域福祉活動費
福祉機器貸出事業、ボランティア事業等

２，１０８，４４５円

募

金

の

配

分

先

の

決

定



平成２５年１月２５日 おくたま ふくし Ｎｏ．１７７( ６ )

月 日 金 額 ご 主 旨 等 住 所 氏 名

10月 1日 100,000円 福祉のために 氷川160 前田イネ子

10月 2日 100,000円 福祉のために 匿 名

10月10日 100,000円
亡父、篤様の葬祭費の一部
を福祉のために

川野716 川村文雄

10月11日 28,066円 福祉のために 匿 名

10月15日 48,647円 少年野球解散のため 氷川1444
氷川少年野球クラブ
渡辺幸治

10月19日 100,000円 亡母、イチ様の生前謝意 小丹波503 柴田 實

10月19日 6,000円 福祉のために 匿 名

10月22日 6,300円 福祉のために
青梅交通安全協会
第10支部有志

10月24日 27,277円 小銭を貯めて福祉のために 氷川1432-1 井上利三郎

10月28日 18,004円
ふれあいまつりﾁｬﾘﾃｨｰ歌謡
祭の収益を福祉へ

奥多摩なつめろ会

10月29日 2,600円
自宅で採れた野菜の売上を
福祉のために

氷川775 杉山 初

10月30日 10,000円 福祉のために 境322 坂本新一

11月 7日 100,000円 亡母、喜代子様の生前謝意 小丹波206-4 黒澤悦雄

11月 7日 5,000円
ふれあいまつり売上の一部
を福祉のために

氷川1445-2
奥多摩手話サークル
もみじ

11月12日 20,000円 ベッドを借りたお礼として 氷川211 福島と志

11月12日 38,750円
文化芸術展ﾁｬﾘﾃｨｰ売上を福
祉のために

奥多摩町文化団体連盟
会長 新島 勲

11月16日 10,000円 福祉のために 匿 名

11月19日 100,000円
金婚を記念して福祉のため
に

小丹波500 平原和雄・幸子

11月21日 56,625円
第15回ﾁｬﾘﾃｨｰｺﾞﾙﾌ大会ﾁｬﾘﾃｨｰ
募金を福祉のために

奥多摩町民ﾁｬﾘﾃｨｰｺﾞﾙﾌ
大会実行委員会

11月26日 10,000円 ベッドを借りたお礼として 川井354 原島雄治

12月 6日 50,000円
101歳の誕生記念として福祉
のために

丹三郎260 原島 実

12月14日 100,000円 福祉のために 海沢803 牧野 信

平 成 2 ４ 年 １ ０ 月 １ 日 ～ 平 成 ２ ５ 年 １ 月 １ ８ 日 ( 敬 称 略 )



平成２５年１月２５日 おくたま ふくし Ｎｏ．１７７( ７ )

月 日 金 額 ご 主 旨 等 住 所 氏 名

12月25日 50,000円
亡夫、貞良様の香典の一部
を福祉のために

原276-6 松島美江子

12月27日 200,000円 亡夫、國雄様の生前謝意 梅沢102 濱野ミネ子

12月27日 120,000円 福祉のために 氷川1445-2 片倉和彦

1月 8日 5,000円 福祉のために 氷川303-2
江戸神輿保存会
三杉會

月 日 品 物・数 量 住 所 氏 名

10月 3日 石鹸 多数 境317 原島くに子

10月26日 フェイス・ハンドタオル 多数 氷川149 広瀬好野

11月12日 未使用テレカ 9枚 境945 望田千恵子

11月14日 旧紙幣、旧ハガキ 多数 氷川1413 石田会計事務所

12月21日 介護ベッド 1台、車イス 3台
奥多摩町民ﾁｬﾘﾃｨｰｺﾞﾙﾌ
大会実行委員会

12月 4日 ゆず 10㎏ 境1156 森川 久

12月18日 未使用年賀ハガキ 10枚 氷川84-2 鬼頭友一

12月18日 未使用切手 多数 川井343 浜野雅子

社会福祉協議会では、在宅で一時的に介護機器を必要とされる方に、無料の貸出しを行っ

ています。貸出し、回収の運搬は職員が行います。

また、貸出し期間は原則６ヶ月となっていますが、状況により期間の延長も可能となって

いますので、お気軽にご相談下さい。

貸出し機器等

介護ベッド

車いす

ポータブルトイレ

エアーマット




